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（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期 138,752 △8.0 2,295 100.6 2,357 101.0 1,647 33.0
2022年３月期 150,808 － 1,144 － 1,173 － 1,238 －

（注）包括利益 2023年３月期 2,011百万円（137.7％） 2022年３月期 846百万円（△43.4％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％
2023年３月期 779.10 － 7.7 4.9 1.7

2022年３月期 602.89 － 6.1 2.4 0.8

（参考）持分法投資損益 2023年３月期 －百万円 2022年３月期 －百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2023年３月期 47,978 22,413 46.7 10,396.98

2022年３月期 47,502 20,603 43.4 10,027.92

（参考）自己資本 2023年３月期 22,413百万円 2022年３月期 20,603百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円
2023年３月期 2,173 △308 △2,027 91
2022年３月期 2,160 △161 △2,029 253

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2022年３月期 － 0.00 － 100.00 100.00 207 16.6 1.0

2023年３月期 － 0.00 － 100.00 100.00 207 12.8 1.0

2024年３月期（予想） － 0.00 － 100.00 100.00 15.3

１．2023年３月期の連結業績（2022年４月１日～2023年３月31日）

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を前連結会計年度の期首から適用して
おり、2022年３月期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっており、対前期増減率は
記載しておりません。

（２）連結財政状態

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無



（％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 142,900 3.0 2,360 2.8 2,420 2.7 1,650 0.2 655.54

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期 2,461,848株 2022年３月期 2,461,848株

②  期末自己株式数 2023年３月期 306,122株 2022年３月期 407,242株

③  期中平均株式数 2023年３月期 2,114,503株 2022年３月期 2,054,715株

３．2024年３月期の連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）

  注記事項
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規 －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：無
②  ①以外の会計方針の変更              ：無
③  会計上の見積りの変更                ：無
④  修正再表示                          ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

（注）株主資本において自己株式として計上している「株式給付信託（BBT）」が保有する当社株式を、期中平

均株式数（四半期累計）の計算において控除する自己株式に含めております。

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等
は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての
注意事項等については、添付資料Ｐ．４「１．経営成績等の概況　（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

　当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症による行動制限の緩和により緩やかな持ち

直しが見られましたが、原料・エネルギー価格の高騰や急速な円安に伴う為替動向、増税傾向により、当社を取

り巻く事業環境が大きく変動した一年でした。

　このような状況下、当社グループの営業活動におきましては、生活必需品を中心とした価格値上げによる消費

者の生活防衛意識の高まり、ウィズコロナの新しいライフスタイルの台頭や外出機会の増加などの変化に対し

て、お得意先様との密なる連携強化とマーケティング＆セールス活動の積極的実施によって、様々な課題解決を

推進してまいりました。また一方で、物流活動におけるセンター内作業や配送におけるきめ細かな改善活動によ

る生産性向上や、販売費及び一般管理費の削減などを通じて、オペレーションコストの低減に努めてまいりまし

た。これらの活動により、利益率の改善を進めた結果、営業利益は増益となりました。売上高減少については、

経営資源の選択と集中を進める目的で前期に連結子会社の株式を譲渡した結果が反映されています。

　当社グループは引き続き、グループ全体で新しい価値を提供するマーケティング＆セールス活動を一層強化す

るとともに、抜本的な事業ポートフォリオの改革を視野に入れて、新しいビジネスモデルへの変革を一層具体

化・加速化してまいります。

　今後の見通しにつきましては、新型コロナウイルス感染症も５類に移行で社会や経済活動が徐々に再開され、

私たちの生活も徐々に正常化されていくことが期待されますが、日常生活を巡る消費は停滞傾向が続くと想定し

ております。加えて世界的な物価高や円安による様々なコストアップ要因が一定程度長期に及ぶことが予測され

ております。

　このような中、当社グループは新型コロナウイルスや世界的な物価高の影響による経営環境の変化に機敏に対

応し、コスト管理の強化・適切な投資の実施などを通じて業績の維持向上に注力するとともに、「生活文化の洗

練とこどもたちの健やかな未来の実現」をグループの「パーパス」として掲げ、将来にわたる安定的な事業継続

と社会的な価値創造を果たしてまいります。その実現のために、新たな中期３か年経営計画（2024年３月期～

2026年３月期）の重点戦略を以下の５つの重点戦略といたしました。グループ全体で新しいビジネスモデルへの

変革を推進し、質的な成長をめざしてまいります。

１）グループ全体の抜本的な事業ポートフォリオの変革

グループの中長期の安定成長と企業価値向上のため、抜本的な事業ポートフォリオの変革を実行し、グルー

プ経営資源の 適配分を実現いたします。

（重点施策）

①メーカー事業の成長強化のための積極的投資

②卸売事業の付加価値向上のための事業構造改革推進

２）パーパス経営の推進

パーパスで掲げた「生活文化の洗練とこどもたちの健やかな未来の実現」の更なる浸透を図り、パーパス経

営を強力に推進します。社員一人ひとりの意識と仕事に結びつけたマネジメントを継続的に展開し、「 も

デザインフルな企業グループ」のビジョンを追求いたします。

３）新しい働き方のデザイン

効率・効果両面の生産性を向上させ創造価値を 大化するために、意思をもって新しい働き方をデザイン

し、常に進化させてまいります。仕事のあり方を根本から設計し直し、すべての社員がやりがいと生産性と

充実感を高められるよう努力いたします。

４）戦略的人材マネジメントの推進

人材がもっとも重要な経営資源であるという基本的な考えにもとづき、人材の採用、リテンション、育成、

配置、組織運営、企業風土のあり方等を含め、事業戦略と整合した戦略的な人材マネジメントを推進してま

いります。同時に社員一人ひとりの状況や気持ちに寄り添い、モチベーションを高めてワクワクとした気持

ちで仕事に取り組んでいただけるよう努力いたします。

５）キャッシュ・フロー経営の更なる徹底

「キャッシュ・フロー経営」をさらに強化して、一層強固な財務体質を目指します。同時に、将来の成長に

必要な再投資も積極的に検討・実施し、企業価値を 大化し株主価値の向上に努めます。
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　以上の結果、当連結会計年度の業績は、売上高1,387億５千２百万円（前年同期比120億５千５百万円の減少）、

営業利益22億９千５百万円（前年同期比11億５千１百万円の増加）、経常利益23億５千７百万円（前年同期比11億

８千４百万円の増加）、親会社株主に帰属する当期純利益16億４千７百万円（前年同期比４億８百万円の増加）と

なりました。

セグメントの業績は、次のとおりです。

（日用雑貨事業）

日用雑貨事業では、日用品、雑貨品の卸販売・メーカー事業等を行っております。

この結果、売上高1,384億４百万円（前年同期比120億６千４百万円の減少）、セグメント利益24億８百万円

（前年同期比11億４千３百万円の増加）となりました。

（不動産賃貸事業）

不動産賃貸事業では、事務所、倉庫及び駐車場の賃貸を行っております。

この結果、売上高３億４千８百万円（前年同期比８百万円の増加）、セグメント利益４千２百万円（前年同期

比５百万円の増加）となりました。

（２）当期の財政状態の概況

（資産）

当連結会計年度末における流動資産は、339億１千２百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億９千１百万

円増加いたしました。これは主として、その他に含まれる前渡金が14億１千８百万円、その他に含まれる未収還

付法人税が２億１千万円それぞれ増加し、売掛金が６億９千８百万円、商品及び製品が３億４百万円、その他に

含まれる立替金が４億円それぞれ減少したことによるものであります。

固定資産は、140億６千６百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億８千４百万円増加いたしました。これ

は主として、投資有価証券が６億３千１百万円増加し、建物及び構築物（純額）が１億８千６百万円、その他に

含まれる敷金等が１億８千９百万円それぞれ減少したことによるものであります。

この結果、総資産は479億７千８百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億７千６百万円増加いたしまし

た。

（負債）

当連結会計年度末における流動負債は、228億６千８百万円となり、前連結会計年度末に比べ13億３千２百万

円減少いたしました。これは主として、支払手形及び買掛金が３億５千４百万円、資産除去債務が１億２千９百

万円それぞれ増加し、短期借入金が18億１千万円減少したことによるものであります。

固定負債は、26億９千７百万円となり、前連結会計年度末に比べ０百万円減少いたしました。これは主とし

て、繰延税金負債が１億３千４百万円増加し、その他に含まれる資産除去債務が１億２千１百万円減少したこと

によるものであります。

この結果、負債合計は、255億６千５百万円となり、前連結会計年度末に比べ13億３千３百万円減少いたしま

した。

（純資産）

当連結会計年度末における純資産合計は、224億１千３百万円となり、前連結会計年度末に比べ18億９百万円

増加いたしました。これは主として親会社株主に帰属する当期純利益16億４千７百万円及び剰余金の配当２億７

百万円により、利益剰余金が13億４千６百万円増加し、その他有価証券評価差額金が４億２千３百万円増加した

ことによるものであります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当社グループの資金需要は、日々の運転資金の他、事業計画に照らして必要な資金として、設備投資等がありま

す。設備投資等の投資資金需要に対しては、主に自己資金を充当し必要に応じて金融機関からの借入により資金を

調達することを基本方針としております。

資金の流動性につきましては、当社グループにおける余剰資金の有効活用に努めるほか、金融機関との間で当座

貸越契約を締結しており、急な資金需要や不測の事態にも備えております。
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2019年３月期 2020年３月期 2021年３月期 2022年３月期 2023年３月期

自己資本比率（％） 38.5 39.4 39.5 43.4 46.6

時価ベースの自己資本比率

（％）
10.5 9.0 10.9 11.0 16.6

キャッシュ・フロー対有利子

負債比率（年）
6.9 3.8 △8.6 2.6 1.7

インタレスト・カバレッジ・

レシオ（倍）
18.7 30.3 △18.9 38.2 61.4

当連結会計年度における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ１億６千２百万円減少し、当連結会計

年度末には９千１百万円となりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは21億７千３百万円（前年同期比１千３百万円の増加）の収入となりまし

た。

収入の主な要因は、税金等調整前当期純利益23億４千２百万円、減価償却費５億２千７百万円、棚卸資産の減

少額３億５百万円であります。支出の主な要因は、仕入債務の減少額３億５千４百万円、売上債権の減少額６億

８千１百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは３億８百万円（前年同期比１億４千６百万円の増加）の支出となりまし

た。

支出の主な要因は、有形固定資産の取得による支出１億３千６百万円、無形固定資産の取得による支出１億３

千１百万円、投資有価証券の取得による支出４千１百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは20億２千７百万円（前年同期比２百万円の減少）の支出となりました。

支出の主な要因は、短期借入金の減少額18億１千万円、配当金の支払額２億６百万円であります。

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

（注）１．いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

２．株式時価総額は、自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

３．キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。

４．有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っているすべての負債を対象とし

ております。

（４）今後の見通し

今後の見通しにつきましては、新型コロナウイルス感染症も５類に移行で社会や経済活動が徐々に再開され、私

たちの生活も徐々に正常化されていくことが期待されますが、日常生活を巡る消費は停滞傾向が続くと想定してお

ります。加えて世界的な物価高や円安による様々なコストアップ要因が一定程度長期に及ぶことが予測されており

ます。

　当社グループは、引き続き新しい価値を提供する自社品の開発や商品価値を伝えていくマーケティング＆セール

ス活動を一層強化するとともに、抜本的な収益改善の努力を一層加速してまいります。

（５）継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループの利害関係者の多くは、国内の株主、債権者、取引先等であり、海外からの資金調達の必要性が乏し

いため、会計基準につきましては日本基準を適用しております。

なお、今後につきましては、外国人株主比率の推移及び国内の同業他社の国際会計基準の適用動向等を踏まえ、国

際会計基準の適用について検討を進めていく所存であります。
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 253 91

受取手形 989 1,006

売掛金 21,676 20,977

商品及び製品 7,757 7,452

仕掛品 352 363

原材料及び貯蔵品 176 164

未収入金 2,006 1,848

その他 610 2,100

貸倒引当金 △101 △93

流動資産合計 33,721 33,912

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 7,435 7,463

減価償却累計額 △4,556 △4,771

減損損失累計額 △213 △213

建物及び構築物（純額） 2,665 2,478

土地 3,654 3,654

その他 1,955 2,015

減価償却累計額 △1,309 △1,428

減損損失累計額 △72 △70

その他（純額） 573 516

有形固定資産合計 6,893 6,649

無形固定資産

その他 459 441

無形固定資産合計 459 441

投資その他の資産

投資有価証券 3,615 4,247

退職給付に係る資産 441 448

繰延税金資産 357 457

その他 2,056 1,873

貸倒引当金 △43 △53

投資その他の資産合計 6,428 6,974

固定資産合計 13,781 14,066

資産合計 47,502 47,978

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 13,424 13,779

短期借入金 5,600 3,790

未払費用 2,484 2,578

未払法人税等 352 404

未払事業所税 25 25

賞与引当金 293 315

役員賞与引当金 19 43

資産除去債務 － 129

その他 2,000 1,802

流動負債合計 24,201 22,868

固定負債

繰延税金負債 977 1,112

役員退職慰労引当金 3 5

役員株式給付引当金 66 70

資産除去債務 616 494

その他 1,033 1,013

固定負債合計 2,698 2,697

負債合計 26,899 25,565

純資産の部

株主資本

資本金 1,608 1,608

資本剰余金 1,379 1,321

利益剰余金 16,752 18,098

自己株式 △726 △569

株主資本合計 19,012 20,458

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,466 1,889

退職給付に係る調整累計額 124 65

その他の包括利益累計額合計 1,590 1,954

純資産合計 20,603 22,413

負債純資産合計 47,502 47,978
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当連結会計年度
(自　2022年４月１日

　至　2023年３月31日)

売上高 150,808 138,752

売上原価 134,135 122,953

売上総利益 16,673 15,799

販売費及び一般管理費 15,528 13,503

営業利益 1,144 2,295

営業外収益

受取利息 6 5

受取配当金 66 67

貸倒引当金戻入額 0 1

保険配当金 5 11

その他 8 11

営業外収益合計 87 97

営業外費用

支払利息 56 35

その他 3 0

営業外費用合計 59 36

経常利益 1,173 2,357

特別利益

固定資産売却益 234 －

投資有価証券売却益 37 －

子会社株式売却益 577 －

特別利益合計 849 －

特別損失

減損損失 7 0

投資有価証券評価損 － 14

特別損失合計 7 15

税金等調整前当期純利益 2,015 2,342

法人税、住民税及び事業税 757 810

法人税等調整額 18 △115

法人税等合計 776 694

当期純利益 1,238 1,647

非支配株主に帰属する当期純利益 － －

親会社株主に帰属する当期純利益 1,238 1,647

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当連結会計年度
(自　2022年４月１日

　至　2023年３月31日)

当期純利益 1,238 1,647

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △402 423

退職給付に係る調整額 9 △58

その他の包括利益合計 △392 364

包括利益 846 2,011

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 846 2,011

非支配株主に係る包括利益 － －

（連結包括利益計算書）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,608 1,379 16,072 △726 18,333

当期変動額

剰余金の配当 △207 △207

親会社株主に帰属する当期
純利益

1,238 1,238

連結範囲の変動 △352 △352

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 － － －

自己株式処分差損の振替

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 － － 679 △0 678

当期末残高 1,608 1,379 16,752 △726 19,012

その他の包括利益累計額

純資産合計
その他有価証券評価
差額金

退職給付に係る調整
累計額

その他の包括利益累
計額合計

当期首残高 1,868 114 1,983 20,316

当期変動額

剰余金の配当 △207

親会社株主に帰属する当期
純利益

1,238

連結範囲の変動 △13 △13 △365

自己株式の取得 △0

自己株式の処分 －

自己株式処分差損の振替

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

△389 9 △379 △379

当期変動額合計 △402 9 △392 286

当期末残高 1,466 124 1,590 20,603

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,608 1,379 16,752 △726 19,012

当期変動額

剰余金の配当 △207 △207

親会社株主に帰属する当期
純利益

1,647 1,647

連結範囲の変動 － －

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 △151 156 5

自己株式処分差損の振替 93 △93 －

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 － △57 1,346 156 1,445

当期末残高 1,608 1,321 18,098 △569 20,458

その他の包括利益累計額

純資産合計
その他有価証券評価
差額金

退職給付に係る調整
累計額

その他の包括利益累
計額合計

当期首残高 1,466 124 1,590 20,603

当期変動額

剰余金の配当 △207

親会社株主に帰属する当期
純利益

1,647

連結範囲の変動 － － －

自己株式の取得 △0

自己株式の処分 5

自己株式処分差損の振替 －

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

423 △58 364 364

当期変動額合計 423 △58 364 1,809

当期末残高 1,889 65 1,954 22,413

当連結会計年度（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当連結会計年度
(自　2022年４月１日

　至　2023年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 2,015 2,342

減価償却費 579 527

減損損失 7 0

有形固定資産売却損益（△は益） △234 －

投資有価証券売却損益（△は益） △37 －

子会社株式売却損益（△は益） △577 －

投資有価証券評価損益（△は益） － 14

貸倒引当金の増減額（△は減少） 82 1

賞与引当金の増減額（△は減少） △48 21

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △65 23

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △67 △96

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 0 2

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） 12 3

返品調整引当金の増減額（△は減少） △40 －

受取利息及び受取配当金 △73 △72

支払利息 56 35

売上債権の増減額（△は増加） △1,710 681

棚卸資産の増減額（△は増加） 775 305

仕入債務の増減額（△は減少） 487 354

その他 1,816 △1,249

小計 2,978 2,895

利息及び配当金の受取額 74 72

利息の支払額 △56 △35

法人税等の支払額 △835 △758

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,160 2,173

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △568 △136

有形固定資産の売却による収入 591 －

無形固定資産の取得による支出 △165 △131

投資有価証券の取得による支出 △42 △41

投資有価証券の売却による収入 45 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による

支出
△140 －

その他 118 2

投資活動によるキャッシュ・フロー △161 △308

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,810 △1,810

配当金の支払額 △206 △206

自己株式の取得による支出 △0 △36

自己株式の売却による収入 － 36

リース債務の返済による支出 △12 △11

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,029 △2,027

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △31 △162

現金及び現金同等物の期首残高 285 253

現金及び現金同等物の期末残高 253 91

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

（注）１

連結財務諸表計
上額

（注）２日用雑貨事業 不動産賃貸事業 計

売上高

顧客との契約から生じる収益 150,468 － 150,468 － 150,468

その他の収益 － 340 340 － 340

外部顧客への売上高 150,468 340 150,808 － 150,808

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － －

計 150,468 340 150,808 － 150,808

セグメント利益 1,264 36 1,300 △155 1,144

セグメント資産 45,945 1,112 47,057 444 47,502

セグメント負債 26,602 159 26,762 136 26,899

その他の項目

減価償却費 540 30 571 8 579

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

206 9 216 22 238

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

（１）報告セグメントの決定方法

　当社の報告セグメントは、当社の取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討

を行う対象となっているものです。

（２）各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類

　「日用雑貨事業」は、日用品、雑貨品の卸売等をしております。「不動産賃貸事業」は、事務所、倉庫及び駐車

場の賃貸をしております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表を作成するために採用される会計方針に準拠し

た方法であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の金額に関する情報及び収益の分解情報

前連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）

（注）１．調整額は、以下のとおりであります。

(1)セグメント利益の調整額△155百万円は、報告セグメントに配分していない全社費用であり、報告セグメン

トに帰属しない一般管理費であります。

(2)セグメント資産の444百万円は、報告セグメントに配分していない全社資産であり、主に報告セグメントに

帰属しない本社の現金及び建物であります。

(3)セグメント負債の136百万円は、報告セグメントに配分していない全社負債であり、主に報告セグメントに

帰属しない本社の未払金であります。

(4)有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額22百万円は、主に全社資産に係る設備投資による費用であ

ります。

２．セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

（注）１

連結財務諸表計
上額

（注）２日用雑貨事業 不動産賃貸事業 計

売上高

顧客との契約から生じる収益 138,404 － 138,404 － 138,404

その他の収益 － 348 348 － 348

外部顧客への売上高 138,404 348 138,752 － 138,752

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － －

計 138,404 348 138,752 － 138,752

セグメント利益 2,408 42 2,450 △154 2,295

セグメント資産 46,681 1,084 47,765 213 47,978

セグメント負債 25,291 153 25,444 121 25,565

その他の項目

減価償却費 486 30 516 10 527

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

244 1 246 2 248

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

アマゾンジャパン合同会社 24,162 日用雑貨事業

当連結会計年度（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）

（注）１．調整額は、以下のとおりであります。

(1)セグメント利益の調整額△154百万円は、報告セグメントに配分していない全社費用であり、報告セグメン

トに帰属しない一般管理費であります。

(2)セグメント資産の213百万円は、報告セグメントに配分していない全社資産であり、主に報告セグメントに

帰属しない本社の現金及び建物であります。

(3)セグメント負債の121百万円は、報告セグメントに配分していない全社負債であり、主に報告セグメントに

帰属しない本社の未払金であります。

(4)有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額2百万円は、主に全社資産に係る設備投資による費用であ

ります。

２．セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。

【関連情報】

前連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

海外売上高がないため、記載を省略しております。

(2) 有形固定資産

本邦以外の国または地域に存在する子会社及び支店がないため、記載を省略しております。

３．主要な顧客ごとの情報

（単位：百万円）
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顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

アマゾンジャパン合同会社 29,102 日用雑貨事業

（単位：百万円）

報告セグメント
全社・消去 合計

日用雑貨事業 不動産賃貸事業 計

減損損失 7 － 7 － 7

（単位：百万円）

報告セグメント
全社・消去 合計

日用雑貨事業 不動産賃貸事業 計

減損損失 0 － 0 － 0

当連結会計年度（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2) 有形固定資産

本邦以外の国または地域に存在する子会社及び支店がないため、記載を省略しております。

３．主要な顧客ごとの情報

（単位：百万円）

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）

当連結会計年度（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）

該当事項はありません。

当連結会計年度（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）

該当事項はありません。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）

該当事項はありません。

当連結会計年度（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）

該当事項はありません。
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前連結会計年度
(自　2021年４月１日
至　2022年３月31日)

当連結会計年度
(自　2022年４月１日
至　2023年３月31日)

１株当たり純資産額 10,027.92円 10,396.98円

１株当たり当期純利益 602.89円 779.10円

前連結会計年度
(自　2021年４月１日
至　2022年３月31日)

当連結会計年度
(自　2022年４月１日
至　2023年３月31日)

親会社株主に帰属する当期純利益
（百万円）

1,238 1,647

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益（百万円）

1,238 1,647

普通株式の期中平均株式数（千株） 2,054 2,114

前連結会計年度末
(2022年３月31日)

当連結会計年度末
(2023年３月31日)

純資産の部の合計額（百万円） 20,603 22,413

普通株式に係る期末の純資産額
（百万円）

20,603 22,413

１株当たり純資産額の算定に用いられ
た普通株式の数（千株）

2,054 2,155

（１株当たり情報）

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．株主資本において自己株式として計上している「株式給付信託（BBT）」が保有する当社株式を、「１株当

たり純資産額」の算定上、期末発行済株式総数から控除する自己株式に含めております。

（前連結会計年度　17千株、当連結会計年度　27千株）

また、「１株当たり当期純利益」の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めており

ます。（前連結会計年度　17千株、当連結会計年度　27千株）

３．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

４．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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